
旭川龍谷高等学校 授業シラバス 

 

教科名 科目名 単位数 学年 必／選 コース／フィールド 

外国語 論理・表現Ⅱ 2 2 必 特進コース 

科目の目標 

スピーチ，プレゼンテー ション，ディベート，ディスカッション，まとまりのある文章を

書くことなどを通して， 英語を話したり書いたりすることによる発信能力を高めることを

目指す 

教科書 
CROWN Ⅱ 
 Logic and Expression 副教材等  

 
１．学習の到達目標 

・英語を使って、スピーチ、プレゼンテーションをして自分の意見を表明することができる。また、ディベ

ートやディスカッションを通し、英語を使って他者と交流することができる。 
・まとまりのある英文を書き、自分の意見を発信することができる。 

 
２．学習計画及び評価の観点 

※評価の観点：X(知識・技能)，Y(思考・判断・表現)，Z(主体的に学習に取り組む態度) 

学習内容 
時
数 

月 学習のねらい 
評価の観点 

X Y Z 

Lesson1  

Making Michio’s dream 

come true 

3 4 星野道夫さんの生き方を学び、どのように人生を

切り開いていくかを学ぶ。 〇 〇  

Lesson1  

Making Michio’s dream 

come true 

3 4.5 希望、許可などの文法事項を学び、発表する。 

 〇 〇 

Lesson2 

Manga find ever-increasing 

Global fans 

3 5 日本の文化を英語を通して学ぶ。 
〇 〇  

Lesson2 

Manga find ever-increasing 

Global fans 

3 5.6 感情を表す表現を学び、発表する。 

 〇 〇 

Lesson3 

Japanese Baths 

3 6 日本の公衆浴場について学び、日本の文化を再

認識する。 
〇 〇  

Lesson3 

Japanese Baths 

3 6 忠告、義務、必要、勧誘などの文法事項を学び、

英語で表現する。 
 〇 〇 

Lesson4 

Innovators of the World 

3 6.7 英語を通してイノベーションとは何かを学ぶ。 
〇 〇  

Lesson4 

Innovators of the World 

3 7 時制について学び、英語で発信する練習をする。 
 〇 〇 

Lesson5 

Don’t Throw Us Away 

 

3 

 

7 食品ロスについて英語で学び、1 人 1 人が何をで

きるかを考える。 〇 〇  



学習内容 
時
数 

月 学習のねらい 
評価の観点 

X Y Z 

Lesson5 

Don’t Throw Us Away 

 

3 8 例証、分類といった文法事項を学び、発表をす

る。  〇 〇 

Lesson6 

Urban Development 

3 8 暮らしやすい都市を考え、話し合う。 
〇  〇 

Lesson6 

Urban Development 

3 8.9 エッセイの書き方を学び、実際に書く。 
 〇 〇 

Lesson7 

Food and Culture in the 

World 

3 9 世界の料理、テーブルマナーについて学ぶ。 

〇 〇  

Lesson7 

Food and Culture in the 

World 

3 9 数量表現を学び表現する。 

 〇 〇 

Lesson8 

The Potential for E-Sports 

3 9 E-sports の今後について各国の様子も踏まえて

考える。 
〇 〇  

Lesson8 

The Potential for E-Sports 

2 9.10 賛成、反対の表現を学びディベートを行う。 
 〇 〇 

Lesson9 

All Gone? 

3 11 環境問題、絶滅に関して英語で学ぶ。 〇 〇  

Lesson9 

All Gone? 

2 11 

12 

原因、理由、目的、結果の文法事項を学び、英語

で発信する。 
 〇 〇 

Lesson10 

The “New Normal” at 

School 

3 1 オンライン授業など、with コロナで変化している教

育業界について学ぶ。 〇 〇  

Lesson10 

The “New Normal” at 

School 

2 2 比較表現を学び、日本と他国の教育の現状を比

較する。  〇 〇 

1 年間のまとめ 3 3 1 年間で学習したものを深く探究し発表する。 〇 〇 〇 

 
 
 
 
 


